
 

               

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんだち山 

安曇野市立明北小学校 
１月号 

令和８年１月 13日 

文責：校長 浅川 浩 

「金管バンドまとめのコンサート」大成功！ 

 １２月１２日（金）の朝の学びタイムの時間に「金管バンド

まとめのコンサート」を行いました。このコンサートで６年生

は小学校生活最後の発表となりました。この日に向けて自分た

ちで考え練習を進め、休み時間も使いながら、体育館で繰り返

し練習する姿もありました。音楽室から体育館まで自分たちで

楽器を運び、仲間と創り上げたコンサートとなりました。「喜

びの歌」「ＲＰＧ」「青と夏」などの曲を演奏して、最後は６年

生の演奏で終わりました。お家の方にも来ていただき、とても

温かなコンサートになりました。ありがとうございました。 

 

「読書旬間」読み聞かせを行いました 

 １２月１日（月）～１２日（金）まで読書旬間でした。その

中で３日（水）に、地元のボランティア「おはなしカーニバル」

のみなさんによる読み聞かせがありました。終戦８０年という

ことで、「おりづるの旅」という、広島の原爆に関わる絵本と昔

話の「たべられた やまんば」の２つの作品の読み聞かせを、視

聴覚室で行いました。ＢＧＭを流しながら読み聞かせが進む中、

子どもたちは真剣に聞いていました。すてきな時間をありがと

うございました。 

 

「クラブ発表会」を行いました 

 １２月１６日（火）に今年度最後のクラブ活動を行いました。

最終回ということで各クラブが活動を紹介する発表会を行い

ました。来年度クラブに参加する３年生も参加しました。図工、

雷山（かんだちやま）、ウォーキング、バドミントンの４つの

クラブがこの一年間に行ったことを発表しました。特に今年

は、明科高校の２年生のみなさんが９月２日（火）のクラブに

参加してくれたことが印象に残ります。どのクラブも活動が充

実していたことが分かる発表でした。 
 

     

６年生は最後の発表となりました 

雷山クラブでは高校生と一緒に山道を整備しました 

 

今年も「赤ちゃん先生」が来校しました 

１２月３日（水）、２年生が生活科の授業の一環として、自分の

成長を振り返りながら、赤ちゃん先生から命の大切さを学ぶ授業

を行いました。ＮＰＯ法人「ママの働き方応援隊 信州中央校」

の方々の協力をいただき、４人の赤ちゃんとお母さんに来校して

いただき、授業を行いました。子どもたちは実際に赤ちゃんを抱

かせてもらったり、遊具で遊んだりしてふれあう中で、命の大切

さや自分も親や周囲の人たちに大切され育ってきたことを感じ、

赤ちゃん先生から多くのことを学びました。  

     自分たちにも赤ちゃんのときがあったんだね！ 

おはなしカーニバルのみなさんの読み聞かせ ました 

ました 


